
平成２８年【２０１６年】９月２３日（金）

布教七十年記念祭
並 び に 秋 季 霊 祭
併せて道願美祢子姫七十年祭
併せて野村頴璋大人五年祭

金光教土佐高岡教会



○
布
教
七
十
年
を
迎
え
奉
り
て

本
年
、
土
佐
高
岡
教
会
は
七
十
年
の
記
念
の

年
を
迎
え
、
初
代
の
野
村
ト
ヨ
師
が
昭
和
二
十

一
年
の
九
月
二
十
三
日
に
高
知
親
教
会
よ
り
、

四
十
六
歳
の
女
の
独
り
身
で
、天
地
金
乃
神
様
、

生
神
金
光
大
神
様
、
高
知
教
会
初
代
教
会
長
の

道
願
縫
姫
之
霊
神
、
二
代
教
会
長
道
願
政
治
郎

師
の
お
嬢
様
で
あ
り
、
遺
言
に
て
布
教
に

出
ら
れ
る
時
に
は
連
れ
て
行
っ
て
と
申
さ
れ
た

道
願
美
祢
子
姫
の
御
霊
神
様
の
御
神
徳
を
信
じ

お
供
を
さ
れ
て
、
金
光
様
、
親
先
生
の
御
取
次

お
祈
り
を
蒙
り
て
、
教
会
も
信
者
さ
ん
も

あ
ら
れ
な
い
初
め
て
の
土
地
に
向
か
わ
れ
た
。

そ
こ
に
は
「
私
の
様
な
何
も
分
か
ら
ぬ
者
を

お
使
い
下
さ
い
ま
す
事
は
、
ご
迷
惑
な
事
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
万
事
を
お
許
し
下
さ
い

ま
し
て
、
今
日
よ
り
高
岡
町
近
郷
近
在
の

氏
子
一
同
が
助
か
り
救
わ
れ
ま
す
様
、
私
を

お
引
き
回
し
御
用
に
お
使
い
下
さ
い
ま
せ
。」

と
の
祈
り
、「
高
知
親
教
会
先
代
道
願
縫
師
が
、

こ
の
土
佐
の
地
で
難
儀
な
氏
子
の
一
人
で
も

多
く
助
け
た
い
と
の
事
で
、
女
の
一
心
岩
を
も

貫
く
と
い
う
御
教
え
を
頂
か
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る

難
儀
を
乗
り
越
え
て
、
お
進
み
遊
ば
さ
れ
た

そ
の
御
心
の
万
分
の
一
で
も
頂
き
た
く
思
っ
て



居
り
ま
す
。」
と
の
一
心
の
願
い
で
只
ひ
た
す
ら
、

一
心
に
氏
子
の
助
か
り
を
祈
ら
れ
る
、
命
を
か
け

ら
れ
て
の
祈
り
願
い
し
か
無
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
祈
り
の
中
に
、
教
会
建
物
の
お
か
げ
を

蒙
り
、
信
者
さ
ん
の
お
か
げ
を
蒙
り
、
万
事
の

お
か
げ
の
中
に
、
布
教
を
さ
せ
て
頂
く
と
い
う

事
が
出
来
ら
れ
た
。

布
教
と
い
う
中
に
は
当
然
、
信
心
の
継
承
と

い
う
も
の
が
あ
る
が
、
初
代
は
独
り
身
で

あ
ら
れ
た
の
で
、
布
教
に
出
ら
れ
て
子
供
の

お
ら
れ
な
か
っ
た
初
代
の
元
に
、
妹
の
娘
、

姪
の
登
茂
子
師
が
神
様
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、

金
光
教
の
教
師
に
も
な
り
初
代
と
共
に
御
用
を

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
頃
に
な
ら
れ
る
と
、

須
崎
教
会
で
信
者
か
ら
修
行
さ
れ
て
金
光
教
の

教
師
に
な
ら
れ
た
、
二
代
の
頴
璋
師
が
そ
の

登
茂
子
師
と
夫
婦
と
な
り
、
初
代
と
養
子
縁
組

さ
れ
て
教
会
に
来
ら
れ
、
奇
し
き
神
縁
の
中
に

信
心
の
継
承
が
な
さ
れ
、
時
は
流
れ
て
教
会
に

子
供
が
産
ま
れ
、
初
代
が
亡
く
な
り
、
教
会
が

二
代
に
受
け
継
が
れ
、
子
供
が
成
長
し
金
光
教
の

教
師
に
次
々
と
な
り
、二
代
は
病
気
に
難
儀
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
子
供
達
は
信
心
の
稽
古
を
さ
せ
て

頂
き
、三
代
教
会
長
に
教
会
が
受
け
継
が
れ
る
と
、

二
代
は
亡
く
な
り
、
代
を
重
ね
て
人
は
亡
く
な
ら

れ
て
も
信
心
は
受
け
継
が
れ
て
、
今
日
ま
で
続
く

七
十
年
の
歩
み
と
な
っ
て
の
今
な
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
三
代
教
会
長
と
な
ら
さ
せ
て
頂
い
た



私
と
し
て
は
、
奇
跡
の
よ
う
な
お
か
げ
の
積
み

重
ね
で
、
神
様
、
御
霊
神
様
に
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
御
用
だ
と
思
う
の
で
す
。

初
代
の
野
村
ト
ヨ
親
先
生
が
布
教
始
め
に

祈
ら
れ
た
心
は
、
御
霊
神
様
と
な
ら
れ
た
今
も

教
会
の
御
用
の
中
身
と
な
っ
て
続
い
て
い
る
。

そ
れ
は
さ
ら
に
広
が
り
を
持
っ
て
、
天
地

金
乃
神
様
、
生
神
金
光
大
神
様
、
御
霊
神
様
、

金
光
様
、
親
先
生
、
諸
先
生
方
、
こ
の
教
会
に

つ
な
が
り
、
ご
信
心
を
求
め
ら
れ
た
信
奉
者
の

方
々
、
多
く
の
方
々
の
お
祈
り
と
御
守
り
、

お
導
き
と
お
恵
み
と
な
り
、
ご
都
合
お
繰
り

合
わ
せ
の
中
に
、
奇
跡
の
よ
う
な
今
の
御
用
を

迎
え
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
教
会
の
七
十
年
と
い
う
月
日
を

思
わ
せ
て
頂
く
時
に
神
様
の
さ
せ
ら
れ
る
稽
古

修
行
に
は
無
駄
事
が
な
い
と
思
う
の
で
す
。

初
代
の
死
を
く
ぐ
り
抜
け
る
よ
う
な
波
瀾
万
丈

の
生
涯
も
、
二
代
の
逃
げ
よ
う
の
な
い
病
気
を

通
じ
て
の
事
も
、
今
は
三
代
の
中
で
初
め
に

か
え
っ
た
様
な
、
御
用
そ
の
も
の
が
行
き
詰
ま
る

よ
う
な
日
々
の
生
活
を
通
じ
て
の
修
行
も
、

ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
信
心
力
、
人
間
力
を

鍛
え
て
神
徳
を
積
ま
せ
て
や
ろ
う
と
の
、

思
し
召
し
で
あ
り
、
教
会
の
御
用
と
い
う

内
容
か
ら
申
せ
ば
必
要
不
可
欠
の
稽
古
で
、

初
代
か
ら
通
じ
て
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
「
天
地
金
乃
神
様
、
生
神



金
光
大
神
様
、
御
霊
神
様
、
命
の
お
か
げ
を

蒙
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
一
日

人
が
助
か
る
御
用
に
使
う
て
頂
け
ま
す
様
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
今
日
一
日
、

今
日
一
日
と
信
心
辛
抱
で
祈
り
を
積
み
重
ね
つ
つ
、

金
光
様
に
、
親
先
生
に
と
御
取
次
を
願
い
、

御
取
次
を
頂
く
し
か
、
道
は
開
け
な
い
の
で

あ
り
、
信
心
は
本
心
の
玉
を
磨
く
と
い
う
こ
と
、

と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
言
い
換
え
れ
ば

神
様
の
お
か
げ
の
中
で
、
信
心
の
稽
古
を
も
っ
て

生
き
抜
く
力
の
人
間
力
を
鍛
え
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
起
こ
っ
て
く
る
事
柄
は
自
分
の
人
間
力

を
鍛
え
る
た
め
の
神
様
の
お
差
し
向
け
で
あ
り
、

逃
げ
ず
に
取
り
組
め
ば
本
心
の
玉
を
砥
石
で
磨
く

こ
と
に
な
り
、
大
切
な
経
験
、
生
き
る
力
に
も

な
り
、
神
様
が
お
か
げ
を
現
し
て
下
さ
れ
る
。

今
月
今
日
、
人
が
助
か
る
御
用
の
お
役
に

立
た
せ
て
頂
け
ま
す
よ
う
、
記
念
の
年
の
ご
時
節
を

賜
り
、
信
心
を
進
め
て
共
々
に
お
か
げ
を

蒙
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
（
金
）

金
光
教
土
佐
高
岡
教
会
長

野
村
清
治



○
布
教
七
十
年
記
念
祭

祭
典
次
第

・
御
神
前

先
、
祭

員

着

席

次
、
拝

礼

次
、
神

前

拝

詞

奉

唱

次
、
取

次

唱

詞

奉

唱

次
、
祭

主

祭

詞

奏

上

次
、
祭

主

玉

串

奉

奠

次
、
天

地

書

附

奉

体

次
、
副

祭

主

玉

串

奉

奠

次
、
参

拝

者

各

代

表

玉

串

奉

奠

次
、
神

徳

賛

詞

奉

唱



次
、
拝

礼

次
、
祭

員

霊

前

転

座

・
御
霊
前

先
、
祭

員

着

席

次
、
霊

前

拝

詞

奉

唱

次
、
祭

主

祭

詞

奏

上

次
、
祭

主

玉

串

奉

奠

次
、
副

祭

主

玉

串

奉

奠

次
、
参

拝

者

一

同

玉

串

奉

奠

次
、
祖

先

賛

詞

奉

唱

次
、
「

真

心

の

道

を

迷

わ

ず

失

わ

ず

」

斉

唱

次
、
祭

員

退

下



○
金
光
教
の
歌
「
真
心
の
道
を
迷
わ
ず
失
わ
ず
」

一
、
真

心

の

道

を

し

ん

じ

ん

み

ち

迷

わ

ず

失

わ

ず

ま

よ

う
し
な

末

の

末

ま

で

す

え

す

え

教

え

伝

え

よ

お

し

つ

た

教

え

伝

え

よ

お

し

つ

た

二
、
真

心

の

道

を

し

ん

じ

ん

み

ち

迷

わ

ず

失

わ

ず

ま

よ

う
し
な

末

の

末

ま

で

す

え

す

え

教

え

伝

え

よ

お

し

つ

た

教

え

伝

え

よ

お

し

つ

た



○

祭
典
後
教
話

金
光
教
高
知
教
会
長

こ

う

ち

講
師

道

願

正

美

親
先
生

ど

う

が

ん

ま

さ

み

講
題

「

霊

神

と

七

十

年

」

み

た

ま

の

か

み

な

な

じ

ゅ

う

ね

ん

金
光
教
土
佐
高
岡
副
教
会
長

と

さ

た

か

お

か

読
師

野

村

真

二

先
生

の

む

ら

し

ん

じ

・
「
立
教
神
伝
」
捧
読

・
前
講
／
講
師
紹
介



○
土
佐
高
岡
教
会
の
沿
革

（
昭
和

年
９
月

日
）
旧
高
知
県
高
岡
郡
高
岡
町
吹
越
の
岡
崎
茂
太
郎
様
方
に
仮
布
教
所
設
置

ふ
く
ご
え

お
か
ざ
き

も

た

ろ
う

21

23

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
記
念
日

21

23

（
昭
和

年
９
月

日
）
開
教
式

21

29

（
昭
和

年

月
３
日
）
旧
高
知
県
高
岡
郡
高
岡
町
乙
一
三
一
【
青
木
町
】
教
会
移
転

あ
お

き

ち
よ
う

22

11

（
昭
和

年

月

日
）
野
村
ト
ヨ
師
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る

く
ん
ど
う

22

12

10

（
昭
和

年
３
月
１
日
）
金
光
教
土
佐
高
岡
教
会
設
立
認
可

23

（
昭
和

年
３
月
１
日
）
野
村
ト
ヨ
師
は
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

23

（
昭
和

年
８
月

日
）
少
年
少
女
会
結
成
登
録

23

11

（
昭
和

年

月

日
）
野
村
ト
ヨ
師
權
少
講
義
に
任
ぜ
ら
れ
る

ご
ん
し
よ
う
こ
う

ぎ

24

12

10

（
昭
和

年
６
月

日
）
高
知
教
会
在
籍
の
旧
姓
野
村
美
代
子
師
は
金
光
教
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
る

み

よ

こ

25

10

（
昭
和

年
）

旧
姓
野
村
美
代
子
師
は
養
子
縁
組
を
解
消
し
旧
姓

雷

美
代
子
師
と
な
る

い
か
づ
ち

25

（
昭
和

年
３
月

日
）
家
屋
一
棟
宅
地
二
十
一
坪
一
号
九
勺
が
教
会
所
有
と
な
る

26

26



（
昭
和

年

月

日
）
野
村
ト
ヨ
師
小
講
義
に
任
ぜ
ら
れ
る

し
よ
う
こ
う

ぎ

27

12

10

（
昭
和

年
）

信
徒
会
、
婦
人
会
、
青
年
会
結
成

28

（
昭
和

年
８
月
５
日
）
二
階
建
て
一
棟
増
築

28

（
昭
和

年
）

旧
姓
雷
美
代
子
師
は
宇
佐
布
教
所
を
開
所

28

（
昭
和

年
８
月

日
）
旧
姓

雷

登
茂
子
氏
が
土
佐
高
岡
教
会
に
お
引
き
寄
せ
頂
く

い
か
づ
ち

と

も

こ

30

16

（
昭
和

年
９
月

日
）
旧
姓
雷
登
茂
子
氏
が
野
村
ト
ヨ
師
の
養
女
と
な
り
野
村
登
茂
子
氏
と
な
る

30

28

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
十
年
記
念
大
祭

31

23

（
昭
和

年
６
月

日
）
野
村
登
茂
子
師
は
金
光
教
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
る

34

10

（
昭
和

年
）

野
村
登
茂
子
師
は
副
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

34

（
昭
和

年
）

旧
姓
雷
美
代
子
師
は
教
職
を
辞
し
岡
本
家
に
嫁
ぎ
岡
本
美
代
子
氏
と
な
る

お
か
も
と

34

（
昭
和

年
）

市
制
施
行
の
た
め
登
記
の
変
更
に
よ
り
教
会
住
所
が

34

高
知
県
土
佐
市
高
岡
町
字
西
連
寺
乙
一
二
九
番
地
四
に
変
わ
る

せ
い
れ
ん

じ

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
十
五
年
記
念
大
祭

36

23

（
昭
和

年
４
月

日
）
須
崎
教
会
在
籍
旧
姓
川
田
頴
璋
氏
を
迎
え
登
茂
子
師
と
結
婚
式
を
さ
れ
る

す

さ
き

か
わ

だ

ひ
で
あ
き

39

26



（
昭
和

年
６
月

日
）
土
佐
高
岡
教
会
在
籍
の
川
田
頴
璋
師
は
金
光
教
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
る

か
わ

だ

ひ
で
あ
き

39

10

（
昭
和

年
７
月
３
日
）
川
田
頴
璋
師
は
野
村
ト
ヨ
師
の
養
子
と
な
り
野
村
頴
璋
師
と
な
る

か
わ

だ

ひ
で
あ
き

39

（
昭
和

年
７
月
３
日
）
野
村
登
茂
子
師
と
野
村
頴
璋
師
は
正
式
に
婚
姻
を
さ
れ
た

39

（
昭
和

年
９
月
１
日
）
野
村
登
茂
子
師
は
副
教
会
長
を
辞
任
せ
ら
れ
る

39

（
昭
和

年
９
月
１
日
）
野
村
頴
璋
師
は
副
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

39

（
昭
和

年
２
月

日
）
頴
璋
師
、
登
茂
子
師
夫
婦
に
長
女
真
子
が
生
ま
れ
る

し
ん

こ

40

28

（
昭
和

年
３
月

日
）
長
女
真
子
は
発
育
不
全
に
て
御
帰
幽

40

30

（
昭
和

年
８
月

日
）
頴
璋
師
、
登
茂
子
師
夫
婦
の
長
男
真
一
は
流
産
に
て
御
帰
幽

し
ん
い
ち

40

25

（
昭
和

年
８
月
６
日
）
頴
璋
師
、
登
茂
子
師
夫
婦
に
二
男
真
二
が
生
ま
れ
る

し
ん

じ

41

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
二
十
年
記
念
大
祭

41

23

（
昭
和

年
８
月

日
）
頴
璋
師
、
登
茂
子
師
夫
婦
に
三
男
清
治
が
生
ま
れ
る

き
よ
は
る

46

17

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
二
十
五
年
記
念
大
祭

46

23

（
昭
和

年

月
）

教
会
取
り
壊
し

46

12

（
昭
和

年
３
月
５
日
）
教
会
新
築
落
成

47



（
昭
和

年

月
６
日
）
野
村
ト
ヨ
師
御
帰
幽

47

10

（
昭
和

年

月
１
日
）
野
村
頴
璋
師
は
二
代
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

47

11

（
昭
和

年
）

野
村
登
茂
子
師
は
副
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

47

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
三
十
年
記
念
大
祭

51

23

（
昭
和

年
９
月

日
）
布
教
四
十
年
記
念
大
祭

61

23

（
昭
和

年
５
月

日
）
野
村
真
二
氏
は
新
宿
教
会
在
籍
教
師
旧
姓
岸
井
道
子
師
と
結
婚
す
る

し
ん
じ
ゆ
く

き
し

い

み
ち

こ

61

19

（
昭
和

年

月

日
）
真
二
師
、
道
子
師
に
長
女
真
希
が
生
ま
れ
る

ま

き

61

10

30

（
昭
和

年
６
月

日
）
野
村
真
二
師
は
金
光
教
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
る

62

10

（
昭
和

年
）

野
村
登
茂
子
師
は
副
教
会
長
を
辞
任
せ
ら
れ
る

62

（
昭
和

年
）

野
村
真
二
師
は
副
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

62

（
昭
和

年

月

日
）
真
二
師
、
道
子
師
に
長
男
道
徳
が
生
ま
れ
る

み
ち
の
り

62

11

17

（
平
成
３
年
６
月
４
日
）
真
二
師
、
道
子
師
に
二
男
真
道
が
生
ま
れ
る

ま
さ
み
ち

（
平
成
４
年
６
月

日
）
野
村
清
治
師
は
金
光
教
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
る

10

（
平
成
８
年
９
月

日
）
布
教
五
十
年
記
念
大
祭

23



（
平
成

年
８
月
７
日
）
宇
佐
布
教
所
を
閉
所

10

（
平
成

年
６
月

日
）
野
村
登
茂
子
師
は
教
主
金
光
様
よ
り
教
師
四
十
年
の
褒
賞
を
せ
ら
れ
る

11

10

（
平
成

年
６
月

日
）
野
村
頴
璋
師
は
教
主
金
光
様
よ
り
教
師
四
十
年
の
褒
賞
を
せ
ら
れ
る

16

13

（
平
成

年
９
月

日
）
布
教
六
十
年
記
念
大
祭

18

23

（
平
成

年

月

日
）
真
二
師
、
道
子
師
の
長
女
真
希
が
上
原
家
に
嫁
が
れ
る

20

10

30

（
平
成

年
１
月

日
）
野
村
頴
璋
師
は
二
代
教
会
長
を
辞
任
せ
ら
れ
る

21

14

（
平
成

年
１
月

日
）
野
村
清
治
師
は
三
代
教
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
る

21

14

（
平
成

年
４
月
５
日
）
野
村
頴
璋
師
御
帰
幽

23

（
平
成

年
９
月

日
）
布
教
七
十
年
記
念
大
祭

28

23
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